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続いてDEAEーセルロースカラムクロマトグラフイー (0→0.3M 食塩直線濃度勾配法) ，コンカナヴァ
リン・ A カラムクロマトグラフイー (0.1 M マンノースによる活性部分の溶出) ，ハイドロキシルアパタ
イトカラムクロマトグラフイー(1→200mM リン酸緩衝液PH7.0 ，直線濃度勾配法) ，最後にセフアデツ
-83-
クス・ G200ゲル炉過法にて精製した。
本法により本酵素は約 500倍に精製され，最終回収率は22%であった。比活性は60μmole/mg/ min 





本酵素の分子量はセファデックス G-200ゲル炉過法および超遠沈法でそれぞれ240000 :h~ よび193000
であった。 SDSポリアクリルアミド電気泳動法によると 125000となり本酵素が同一 2 量体である事
が判明した。
超遠沈法で、得られた沈降恒数は9.5s，等電点は 4 0C でPH: 4.2であった。
本酵素はグルタミン酸，アスパラギン酸，ロイシンを比較的多く含み，システイン，メチオニンを
ほとんど含まない糖蛋白で オルシノール法による糖含量は18.2%であった。
本酵素は熱には比較的安定であったが， 70oC , 20分では完全に失活し，凍結によっても速やかに失






本酵素は2.5mM のチロシン 5mM のフェニルアラニン メチオニンで80%以上の阻害が認められた。
また蛋白分解酵素阻害剤であるふハイドロキシキノリン， 2-3ージメルカプトプロパノールにより著明
な阻害を受けたが， N-エチルマレイマイド，ナトリウムテトラチオネイトには阻害効果なく， EDTA 
ではその中間の影響が認められた。
3) 免疫学的検討
本酵素でウサナギを免疫し，抗・胎盤膜結合性アリルアミダーゼ抗体を作製した。本抗体と腎癌細胞
および各臓器由来の膜結合性アリルアミダーゼとの問で 中和抗体価の検討と 免疫二重拡散を行っ
た。
本抗体は前記のいずれの膜結合性アリルアミダーゼをも同じ程度に中和し，免疫二重拡散法にでも
沈降線の完全な融合が認められた。
〔総括〕
ヒト胎盤より膜結合性アリルアミダーゼを単離精製し，その生化学的，酵素学的諸性質を検討した。
その結果，本酵素は Behal等がヒト肝および腎より精製した膜結合性アリルアミダーゼとよく似た性
質を有する事を認めた。
一 84 -
ウサギに本酵素に対する抗体を作製し，腎癌細胞，小腸，肺，腎，肝および胎盤由来の膜結合性ア
リルアミダーゼとの聞の免疫学的検討を行った。その結果，上記各臓器個有の膜結合性アリルアミダ
ーゼは抗原決定基に関しては同じである事を明らかにした。
論文の審査結果の要旨
本論文では，ヒト胎盤より初めて膜結合性アリルアミダーゼを単離精製し，その酵素蛋白としての
生化学的・免疫学的諸性質を明らかにした。さらに本酵素に対する抗体を作製し，腎，肝，肺，小腸
胎盤および腎癌細胞より精製した膜結合性アリルアミダーゼとの間の免疫学的検討を行って，抗原性
は同じである事を証明した。
??? ?
